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論文内容の要旨
副主査助教授小栗 ニtι早
擬2次元有機伝導体であるで型伝導体、 τ-(EDO-S， S-DMEDT -TTF) 2 (AuBr2) 1 +y， (y--0.75) (0-0 
塩)は、室温からTmin--50Kまで金属的な抵抗の温度依存性を示すが、それ以下では半導体的な振る舞いが
みられるo Tminでの相転移の証拠はX線や比熱の測定からは得られておらず、その基底状態については明
らかにされていない。他のすべてのτ型伝導体について低温での半導体的振る舞いがみられ、この温度領
域では大きな負の磁気抵抗や大きな電子比熱係数などの興味深い現象が観測されている。
本研究において、我々はこの物質の基底状態を様々な観点、から調べた。まず研究にあたり、試料の自作
に着手し、ドナー分子の高収率合成(大船研の協力による)、電解法による結晶成長に成功した。
反射スペクトルの温度依存性からは、 Tmin--50K以下での変化は観測されず、磁性の測定からも長距離
的な磁気秩序は確認されなかった。
強磁場下の輸送現象測定から、低温で金属状態であることの直接的な証拠を与えてくれるシュブ、ニコフー
ドハース振動を、この物質について初めて観測した。さらにその振幅は非常に大きく(Iムp/poI --30%)、
--60Tでの振動はランダウのN=1状態、すなわち、量子極限に非常に近いことがわかった。
我々はもう一つの τ型伝導体、 τー (P-S，S-DMEDT-TTF) 2 (AuBr2) 1 +y， (y--0.75) (N-N塩)についても
シュブニコフードハース振動を観測した。これはStorrらによって報告されているものをほぼ再現した。こ
の塩については、 llK以下での明確な反強磁性転移を本研究により初めて観測した。この温度は抵抗の温
度依存性での急激な立ち上がりの見られる温度と一致している。
両塩について、観測されたシュブニコフードハース振動の振動数が以前に報告されているバンド計算に
よるものと一致しなかったため、我々はX線により低温までの構造を調べ、 0-0塩について--230K以下
での超格子の存在を明らかにした。 N-N塩については14Kまでで超格子は確認されなかった。
論文審査の結果の要旨
擬2次元有機伝導体である τ型伝導体、 T-(EDO-S， S-DMEDT-TTF) 2 (AuBr2) 1 +y， (y--0.75) (0-0 
塩)は、室温からTmin'"'50Kまで金属的な抵抗の温度依存性を示すが、それ以下では半導体的な振る舞い
がみられる。 Tminでの相転移の証拠はX線や比熱の測定からは得られておらず、その基底状態については
明らかではなかった。他の τ型伝導体についても低温で半導体的振る舞いがみられ、この温度領域では大
きな負の磁気抵抗や大きな電子比熱係数などの興味深い現象が観測されていた。
本研究において、この物質の基底状態を様々な手法を用いて探求した。まず試料の自作から始め、ドナー
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分子の高収率合成、電解法による結晶成長に成功した。
反射スペクトルの温度依存性からは、 Tmin""50K以下での変化は観測されず、磁性の測定からも長距離
的な磁気秩序は確認されなかった。
強磁場下の輸送現象測定では、低温で金属状態であることの直接的な証拠を与えてくれるシュブニコフー
ドハース振動を、この物質について初めて観測した。さらにその振幅は非常に大きく(Iムp/Pol""30%)、
--60Tでの振動はランダウのN=1状態、すなわち、量子極限に非常に近いことがわかった。これは、新
しい量子Hall効果の研究の端緒となった。
このほかに、もう一つの T型伝導体、 τー(P-S，S-DMEDT-TTF) 2 (AuBr2) 1 +y， (y""0.75) (N-N塩)につ
いてもシュブニコフードハース振動を観測した。これはStorrらによって報告されているものをほぼ再現し
た。この塩については、 llK以下での明解な反強磁性転移を本研究により初めて観測した。この温度は抵
抗の温度依存性での急激な立ち上がりの見られる温度と一致している O
両塩について、観測されたシュブニコフードハース振動の振動数が以前に報告されているバンド計算に
よるものと一致しなかったため、我々はX線により低温までの構造を調べ、 0-0塩について---230K以下
での超格子の存在を明らかにした。一方、 N-N塩については14Kまで超格子は確認されず、 2つの塩の対
照的性質を明示した。
以上のように、本論文はτ型有機導体の低温電子物性の多彩な手法を駆使した研究を通じて擬2次元有
機伝導体における新物性の開拓、発展に寄与したものであり、博士(理学)の学位を授与するに値するもの
と判定する。
-184-
